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対馬保健所管内における感染症情報
令和７年 第 22週（ 5月 26日 ～ 6月 1日 ）

１．定点把握対象疾患

発生

状況
疾患名

定点当たり（人）

報告数

内訳

発生年代等前週

(21 週)

今週

(22 週)

対馬

病院

上対馬

病院

豊玉

診療所

↑ (季節性)インフルエンザ 5.33 6.00 18 14 4 0
10 歳未満：10名   10 歳代：7 名   

30 歳代：1名    

↓ 新型コロナウイルス感染症 2.00 0.67 2 2 0 0 10歳未満：1名   60歳代：1名       

RS ウイルス感染症 - - 0 0 0

警報 咽頭結膜熱 3.00 1.50 3 3 0 6～11 か月：1名  1 歳：2 名

A 群溶血性ﾚﾝｻ球菌咽頭炎 0.50 - 0 0 0

感染性胃腸炎 - - 0 0 0

水痘 5.00 - 0 0 0

手足口病 - - 0 0 0

伝染性紅斑（リンゴ病） - - 0 0 0

突発性発しん 0.50 - 0 0 0

ヘルパンギーナ - - 0 0 0

流行性耳下腺炎（おたふくかぜ） - - 0 0 0

細菌性髄膜炎 - - - *基幹定点

無菌性髄膜炎 - - - *基幹定点

マイコプラズマ肺炎 - - - *基幹定点

クラミジア肺炎【オウム病は除く】 - - - *基幹定点

感染性胃腸炎（ロタウイルス） - - - *基幹定点

↓ 急性呼吸器感染症（ＡＲＩ） 50.67 49.67 149 ARI 定点

２．全数把握対象疾患
     発生無し        

３．トピックス、季節情報


 長崎県内で百日咳の報告数が多い状況が続いています。長引く咳には注意を！

]


 咽頭結膜熱の報告が警報レベルとなっています！

6/1～6/7 は、HIV 検査普及週間です。
全国の保健所等で検査を受けることができます。不安なことがあれば、お近くの
保健所に一度ご相談ください。

かぜ様症状で始まり、次第に咳の回数が増え程度も激しくなります。激しい咳は次第に収まりますが、時折発作性の咳が

みられます。乳児の場合は、重篤化する恐れがあり、症状を認めたら早めに受診しましょう。

【予防方法】

有効な予防法は、予防接種で、2 か月に達したら、早めに 5 種混合ワクチンを接種しましょう。また、小学校就学前にワク

チン効果が薄まるため、任意での追加接種を推奨しています。飛沫感染のため、咳エチケット、手洗い、手指消毒で予防

に努めましょう。

・アデノウイルスの感染により発症する感染症です。通常、6 月頃から徐々に流行し始め、7～8月にピークとなります。

プール利用時の接触やタオルの貸し借り等で流行したことがあるため、「プール熱」とも言われています。

・感染経路：飛沫感染、手指を介した接触感染

・症状：発熱（38～39 度）、のどの痛み、結膜炎を認め、高熱が比較的長く（5 日前後）続くことがあります。

・治療法：特別な治療法はなく、ほとんど自然に治ります。症状が強い時には、早めに医療機関に相談してください。

・予防方法：基本的な感染予防対策（手洗い、うがい等）である程度は予防することができます。

流行時には、感染者との密接な接触、タオルの共有は避けましょう。


